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歴史から現在。未来を考える

野 村 敏 夫 （桜美林大学）

ユ ー一



異なる他者の声を聞くとは何か

木 村 哲 也

を 救 う た め に は、
「日 本 人」 に 対 し

、 ア イ ヌ に つ

いて歴史 的・文 化的に正 面から向 きあう教 育を行

った上で、 社会制 度的な 手だてを 議じる必 要があ

る で あ ろ う。

いっ たい、〈不 可視な 存 在〉 を可視 化す る 方法

と は何 であろ う か。＜不 可視 な 存在〉 にさ れた 者

の 声と出 会う こ とが できる と しても、 そ の 「声」

を聞く側 が、 その 「声」 との 関係 性を編 み直 さな

い限り、＜不 可視な 存在〉 と の距離 は埋ま らない。

さ ら に、 ま た、 ア イ ヌ 語 の 研 究 な り 習 得 を す る こ

とと
、 アイヌ 語を 消滅の 危機から 救う とい うこと

の間には 大きな乖 離がある。 いず れに して も、
自

らの国の 内にある 異言語と 共生でき ない国 の 「言

語」 は、 その 「言 語」 の一員 と して新 たに 参加す

る 人々 の言語 に対 しても
、 お そらく、 同様の 「聞

題 設定」 を し続ける ことで あろう。

（参考資 料： 今村仁司 口９９２１『排除の構 造』 ち

くま 学芸文庫 ／ デイエ ン報告 書日本 語訳 〔ＷＷＷ．

ｉｍａｄｒ．ｏｒｇ／ｊａｐａｎ／ｄｉｅｎｅ／ｉｎｄｅｘ．
ｈｔｍｉ］ ／ 「『周 縁 化』

『不可 視化』 を 克服 し、 差別 や偏見 のな い 多文 化

共生社 会の実 現をめ ざす」 胴 上 ＨＰコ）

（杏林大学）
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掲 載されています。 日 時や会場 に変更 があ る場合

もあり ますの で、 こち らも ご参照下さ い。

ｈｔ亡ｐ：／／ｈｏｍｅｐａｇｅ２．ｎ
ｉｆｔｙ．ｃｏ㎜／Ｊ

Ａ ＬＰ／ｉｎｄｅｘ．ｈｔｍｉ

尚、 ６ 月 は 全 国 大 会 開 催 の た め、 ７ 月 ・ ８ 月 は

夏季休 暇のた め月例 研 究会は お休み です。９月 に

は、 メ ル ボ ル ン 大 学 の 申 根 育 子 さ ん に オ ー ス ト ラ

リ アの司 法場面にお ける言 語取り 組みについ てお

話いた だく 予定で す。
ご期 待下 さい。

○ 発表 者募集！１

ご発表を 希望される 方の受付 も随 時行っており

ま す。 ご 希 望 の 方 は、 ① お 名 前、 ② ご 所 属、 ③
ご

専 門 （関 心 領 域）、 ④ 発 表 の タイ ト ル、 ⑤ 概 要

（２００ 字程度）、 ⑥連 絡先、 ⑦発 表希 望の月、 を明

記 の 上
、 ｊａ
ｌｐ＠ｏｂｉｒｉｎ．目ｃ．ｊｐ

ま で ｅ メ ー ル で お 申 し 込

みいた だくか、 月 例会開 催時に 直接担当 者にお申

し出下 さい。 なお、 発 表月 につ きま して はご希望

に添え ない場合 も ございます。 ご了 承く ださい。

（月例会担当運営委員 木村 猿橋）
日本禽蕎轟政策学会月例研繋会

日時：第４土 曜臼 午後３時～ ５時 （原則）

場所 ：桜美 林大学新 宿キ ャンパス

東京 都渋谷区 代々木２－９－２ 久保 ビル 収

ｈｔ士ｐ：／／ｗ ｗ ｗ．ｏ
ｂ三ｒｉｎ．ａｃ．ｊｐ／

０９玉／０３２ｒ．
白ｔｍｌ

（教室は、 当日 入口に掲 示さ れます）

○ これま での 別列研究会 （２００７年 １ 月 ～ ５月）

！月 ：沢 田貴志氏 （港覇丁診療 所所長 ・内科専 門医）

○ 月例研 究会情報 につ いて

発 表者、 発表 題目、 概要は学 会ホ ームペー ジに

＊ 新 任 ＊

会長 田中慎也

（前桜美林大学言語教育研究所所長）

事務局 宮崎里司 （早稲田大学）

〈ＪＡＬＰ 新事務 潟〉

佳 所 ： 予 王６９－８０５０

東 京 都 新 宿 区 西 早 稲 田 １－７一ユ４７０４ 号 室

宮崎里司研究室

メ ー ル ： Ｊａ１ｐ④ｏｂ１ｒｉｎ．ａｃ．ｊｐ
（ 学 会 事 務 局 ）

ｍｉｙａｚ 洲 ＠ｗ目ｓｅｄａ．ｊｐ （宮 崎 里 司 宛 ア ドレ ス）

ＴＥＬ ： ０３－５２８６－３９２３ ＦＡ Ｘ ： ０３－３２０３－７６７２

ＵＲＬ ： ｈｔｔｐ：／／ｗ ｗ ｗ．ｆ．ｗ纈ｓｅｄａ．ｊｐ／ｍｉｙａｚ放三／

理 事 （以下 １５ 名）

江川清 （広島国際大学） 大谷泰照 （名古屋外国語

大 学） 佐々 木倫子 （鞍 美林大学） 杉谷真 佐子 （隣

西大学） 杉戸清樹 （国立国語研究所） 橘好碩 （國

學院大學） 田中慎也 （前桜美林大学） 申野桂代子

（国際文化フォーラム） 西山教行 （京都大学） 松原

好 次 （電気通 信大 学） 榔１１利広 （奈 良教育 大学〕

宮崎里司 （早稲田大学） 森住衛 （桜美林大判 山

川和彦 （麗澤大学） 渡邊寛治 （文 京学院 大学）
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大 会テ ーマ： ２１世紀の 新 たな 言語 政策一 多様 化す る 言語間 題 に どう 向き 合う か

日 時 ： ２ＣＣ７ 年 ６ 月 １６ Ｅ１ （土〕 １３：ＯＣ－１７：３Ｃ

６ 月 至７ 臼 （臼） 王Ｏ：ＯＯ－１７：３０

会 場： 麗 澤 大学 （千葉 県柏 市）

ｈ技ｐ１ 〃 ｗ ｗｗ．ｒｅ１ｔ畠ｋｕ－ｕ．畠ｃ．ｊｐ

参 加 費 １ 会 震 無 料
、
非 会 員 ３０００ 円 （言 語 学 会 会 員 玉５０Ｃ 円）、

非会員 の 大学 院生至５ＣＯ円

６ｊ…ヨ１６ 日 （ニヒ）

１２：００ 受 付 関 始

葦至５０３ 教室】 総 合司 会 山１１和彦 （麗 澤大学）

１３：ＯＯ－１３：１０

關 会の 辞 臼本 言護 政策 学会 会簑 田申 慎也

開催 校 挨拶 会場 校代 表 麗 澤 大学学 畏 中山 理

至３：至Ｏ一三５＝ＯＯ

麗 濠 大学 環代 ＧＰ 共催 シン ポジ ウム 幅 際 共通 語 と して の

英語 教育 と第 二外 圏 劃 （本 シンポ ジウム の み入 場無 料）

パ ネ リ ス ト

現代 ＧＰ 胞 際共遜言吾と しての英 護教 育」 と 多言語 多文

化 総含 プロ グラ ム 櫻丼 良樹 （麗 澤大 学）

麗 澤大挙 の留学 政策 とク ロス 留学 の具 体釣 成果

奥野 保明 （麗 澤大 学）

ヨＵ に お ける 複書 語 教育 敬 策一 ドイ ッ の 訂外 国 語カ リ

キ ュラム』 改書丁を中 心に 杉谷 眞佐 子 （関西 大学）

至５１３０－１７＝３０

証１６０１ 教室】 棚究 発嚢

司 会 三好 重仁 （東京 電機 大学）

（至） 研 究 発 表 日 本 に お け る 「Ｗｏｒ１ｄ Ｅｎｇｌｉｓもｅｓ 論」 の 展 開 と

限界 一英 語のな かの 「多 様性」 と 書語的 多様 牲一

城座 沙繭 （東 京大 学大 学院 生）

（２） 研 究発 表 小 学校 英言吾教畜 導入 議論 の言 説分 析 圭９９０

隼 代 から現 在まで 寺沢 緬敬 （簾 京大 学大 学院 生）

詞 会 原 隆 幸 （明 海大 学非 常勤）

（３） 研 究 発 表 ア イ デ ン テ ィ テ ィ 教 書 と し て の 英 語 教 育

申村 義実 （敬和 学 園大 学）

（皇〕 事捗蜥 究 奮 語教育 政 策と 教育 現場 一申 慶の 外 團語 教育

を例 と して 一 岩田 敏豹 （青隼 海 外協力 協 会）

菱１６０２ 教室玉 パ孝 ル藷姦

外 霞人佳 氏へ の言 語サ ー ビス に ついて 考 える

地 域社 会・ 婁治 体は 多言 語社 会を どう 迎える か 一

河 原俊 昭 （京 都光華 女 子大 学）、 熊 谷 晃 （長 野県庁）、

仙 田武 司 （しま ね国 際セ ンター）、 野 山 広 （国立 園

語 研究 所）、 藤 田美 僅 （神 奈川大 学）

１８１００－１９：３０ 懇 親 会

れ い た く キ ャ ン パ ス プ ラ ザ ３５００ 円

６ 月 １７ 臼 （日）

至Ｏ：ＣＣ－１２：ＯＣ

他Ｃ５教割 棚雰発嚢

司 会 廼 山教行 （京 都大 学）

（至） 事 例 研 究 オ ー ス ト リ ア の ブ ル ゲ ン ラ ン ト州 に お け る ハ

ン ガリ 山語 話者 の現 状と展 望

大 島 一 （桜 美 林大学 非常 勤）

（２） 事例 研究 移 民の考土会統 含と 人材育 成 一 ヂイ ツ の事例 研

究一 松鰯津子 帽 手大学） 是立楕子 （毅潟大学）

司 会 宮 崎里 司 （早稲Ｅ日大学）

（３） 蓼例 研 究 な ぜ少 数先 佳 畏族 へ の二奮 語 教育 は廃 止さ れ

た の か 一 豪 州 ノ ー ザ ン テ リ ト リ ー の 事 例 か ら 一

拝 因 清 （桜 美林 大学大 学 院生）

（４） 蕨究 発表 戦 後臼 本 にお ける 識字 運動の 構造

か どや・ ひ での り （津山工 業高 等専 門学 校）

【至棚 教 室王 概雰 発表

司会 高 民 定 （千葉 大学）

（至） 事例 研究 韓 国の外團 語教育救策 を考える一 「雁 パパ」 の

意 識 を 通 して 一 李 ヒ ョ ン ジ ョ ン （桜 美 林 大 学 非 鴬 勤）

（２） 事例研 究 言語 政策と個 人言語管襲 一マレーシアの事例か

ら一 石日ヨ由美 子 （桜美 林大 学著 語教 育研 究所研 究輿）

（３） 研 究発 表 申 国 朝鮮 族 にお ける 言語 競範 一 綴字 法を申 心

に 一 李 守 （昭利 女子 大 学）

【１６０工 教室】 パネ ル発 表 （手言舌通訳 つき）

混香Ｌ・ 模 索 す る ろ う 教 育 の 現 場

一 教 育 政 策 ・ 言 語 政 策 の は ざ ま で 一

俊々 木偽 子 （桜美 林大 学）、 高 浜良友 （ろう 妃保 護者）、

新井 孝 昭 （筑 波技 術 大学）、 木村 繕美 （胴 民 手話ニ ュ
ー ス キ ャ ス タ ー／国 立 身 体 障 害 者 リ ハ ビ］ｊ テ ー シ ョ ン セ

ン タ ー 学 院 ・ 手言香通 訳 学 科）

且３１０Ｃ一至３：３０ 総 会 菱ユ６０３ 教 室】

１３：３Ｃ－１７：１５

【１６０３ 教 室】 議 演 と シ ン ポ ジ ウ ム

「臼 本社 会と 雷語 的マ イノ リ テ 刈

詞 会 松原 好 次 （電気 通信 大学）

講 演 姜 尚 申 （桑 京 大 学） （王３：３０－１４：３０）

シ ン ポ ジ ウ ム （１遣１考５一王７：１５）

パ ネ リ ス ト

ス チ ュ ア ー ト ヘ ン リ （放 送 大 学）

「マ イノ リ テイ 議吾： 内外 の比 較」

二宮 正 人 （サン パウ ロ大 学・ 東京 大学 客壌）

「日系 杜会 にお ける 奮 語継 承」

村崎 恭子 （アイヌ 語 凝究 家・ 元横 浜国 立大 学）

ｒ樺 太 アイヌ 語 の 終焉と 再 生一 雷藷採 集者 から の報告」

１７：１５－１７：３０ 闘 会 の香辛 橘 好 碩 （日 本 書 語 政 策 学 会爵≡」会 髪）

＊ 当日 は 同 じ校 舎で 帽 本 言語 学 会』 の 大会 も闘 催さ れて い

ま す
。
受 付 は 別 と な り ま す の で 鋼 注 薫 く だ さ い。 ま た、

会 湯

属 辺 地 図 ・ ラ ン チ マ ッ プ な ど は 日 本 言 語 政 策 学 会 服 ｈ言ｔｐ：〃

ｈｏｍｅＰ目ｇｅ２．ｎｉｆｔｙ．ｃｏｍ／ＪＡ ＬＰ／ に 掲 載 す る 予 定 で す 。

発行者

事務局

２００７年５月 ！臼発行

日本 言語 政策学 会

（会報担当 高民定 細谷美代予）

〒王９４－０２９４ 東 京 都 町 田 市 常 盤 町 ３７５８

桜美 林大 学 佐々 木倫子研 究室

ＴｅＩ Ｏ遂２－７９７－２６６１

ＵＲＬ：ｈｔｔｐ１／／ｈｏｍｅｐ呂ｇｅ２．ｎ 流ｙ．ｃｏ竈Ｄ／５ＡＬＰ／

Ｅ 珊 ａｉｌ：ｊａｉｐ＠ｏｂｉｒｉｎ，ａｃ，ｊｐ
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